

















医 持~ 博 士
第 9 3 9 6 τE玉コ
平成 2 年 11 月 6 日


















2 2 頭の雑種成犬(体重 15-22kg) を用いた。左胸壁を開窓し，左上葉肺を摘出後，犬を背臥位lζ
し左下葉を force transducerから吊り下げて肺重量の変化を測定した口肺動脈圧 左房圧，気道内圧
を strain gauge で測定し，肺重量の変化とともに polycorder で連続的にモニターした。各測定値
が 2 時間安定している乙とを確認した後 次の 2 群に分け random order で、実験を行った。
なお，肺重量の変化 (d -Wt) は実験開始から終了までの重量変化の総和とした。
1. 肺水腫群 (n= 1 4) : 0.1 規定の塩酸 2 m 1 /kg を左下葉の気道内に注入した。塩酸注入後 2 時間
経過を観察した。
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血管外水分重量 (Qwl) =水腫が起乙る前の正常時血管外水分重量 (1 Qwl ) 
+水腫液水分重量 (Qwe)
無血肺乾燥重量 (dQ 1) =水腫が起こる前の正常時乾燥重量 (IdQl)
+水腫液乾燥重量 (dQe) である。
また，
1 Qwl/ldQl = 1 WDR (実験の前に摘出した正常左上葉肺のwet/dry ratio) 
dQe/(Qwe+dQe) =Fde とすると，以上の 4 式から，
1 dQ 1 = (dQI-Fde (Qwl +dQl) ) / (l-Fde (1 + 1 WDR) J 
Qwl/dQl = (IQwl+ (l-Fde) (Qwe+dQe) J / (IdQl+Fde (Qwe+dQe) J 
Qwl/ldQl = IWDR+ (l-Fde) (Qwe+dQe) /IdQl 
となる。
〔結果〕
(1) 開胸直後に摘出した左上葉のQwl/dQl 比 (IWDR) は肺水腫群，非肺水腫群ともに 3.4g/g で
有意、差はなかった。
(2) 左下葉のQwl は非水腫群，水腫群でそれぞれ 3 1. 2g , 1 3 1.Og , d Q 1 は 6.6g ， 15.2g , 
Qwl/dQl 比は 4.7g/g ， 8.6g/g といづれも水腫群が有意 (p< O. 0 0 1 )に高値であった。
(3) Qwl/ldQl 比は，非肺水腫群，肺水腫群でそれぞれ， 5.2g/g , 2 O.lg/g , Qwe+dQe は 1 2.4 
g , 1 1 9.3g , d -Wt は 0.9g ， 1 14.9g といずれも肺水腫群が有意 (p< 0.0 0 1 )に高値であ
った。
(4) Qwe+dQe と d-Wt は， (Qwe + d Qe) = O.9 4 (d -Wt) + 1 1.3 (r = 0.9 1 , p<O.O 01) 
の有意の直線相関が得られた。
(5) dQl と d-Wt は， d Q 1 = O.0 8 8 (d -W t) + 5. 0 (r = O. 9 2 , p < O.0 0 1 )の有意の直線
相関が得られた。すなわち，肺重量 1 Og の増加で dQl は 0.88g の増加となった。
(6) d-Wt Iと対してQwl/dQ 1 は殆ど変化せず，平均 8.8g/g であった。
(7) Qw 1/1 d Q 1 と d-Wt を対比すると， Qw 1/1 d Q 1 = O.1 2 (d -W t) + 6.0 (r = O. 7 8 , p < 






2. 重量変化 (d-Wt) と水腫液重量 (Qwe+dQe) は有意(r = O.9 1 , p < O.0 0 1 )の直線相関
を示した。
3. 肺乾燥重量 (dQ1 )は d-Wt と有意(r = O.9 2 , p < O.0 0 1 )の直線相関を示し， d-Wt 10 
g の増加は， dQl 0.88g の増加に相当した。
4. 肺血管外水分量 (Qwl) /.水腫発生以前の肺の乾燥重量 (IdQ1 )は d-Wt と有意 (r= 0.7 8 , 
p < O.0 0 1 )の直線相関を示したが， Qwl/dQl は d-Wt と有意の相関性を認めなかった。
5. 以上から，肺水腫の程度はQwl/dQl より Qwl/ldQl で表すほうが妥当であると考えるo
論文審査の結果の要旨
本研究は，透過性冗進型肺水腫発生時の肺重量の増加を水分量と乾燥重量とに分け，さらに乾燥重量の
増加が肺組織量あたりの血管外水分量の測定に与える影響を調べたものであるo
その結果，肺水腫lとより肺重量が増加すると，その程度に比例して乾燥重量が増加する乙とが明らかに
された。従って，肺水腫が起こる前の正常時乾燥重量あたりの血管外水分量が肺水腫の程度を表す指標と
して適切である乙とを明らかにした。
本研究は，肺水腫の新しい指標を提唱したものと考える。
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